
点字ブロック設置図（一例）（溶融式点字シートでの代用可）                図１－６ 

 

    ２方向に横断が生じる場合          

 

車両乗入れ口部の舗装構成及び設置幅 

   

車道乗入れ口部は、「堺市車両乗入れ工事承認基準」に基づき整備すること。    表１－２  

注）  １．舗装厚は出入する車種の最大のものを適用する。 

２．特殊舗装については、別途指示に従うものとする。 

３．上層路盤材に使用する再生粒度調整砕石(ＲＭ-２５)は、修正ＣＢＲ９０以上のものとする。 

４．下層路盤材に使用する再生クラッシャラン（ＲＣ－３０）は修正ＣＢＲ３０以上のものとする。 

５．乗入れ口の設置幅については、大型車輌の出入が予想される箇所で、上記の基準により難いときは軌

跡図等により、必要最小限の幅をとることができる。 

６．表層に使用する再生密粒度アスコンの最大粒径は接する道路で使用している粒径と同様のものとする。 

  ただし、接する道路で使用している粒径が適当でない場合は別途協議を行うものとする。 

７．再生材に関しては、状況により新材の使用も可能とする。 
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図１－７－１ 

 

              標準図１ 乗り入れ口の形状 

 

歩道幅員３ｍ以上（植樹帯等がある）のマウンドアップ形式の場合 

 

注) １．歩道巻込み部の半径(Ｒ)=１．０ｍを標準とするが、車輌出入口部を利用する車種が大型車輌の場合 

は、その車輌の軌跡によりＲを決めるものとする。ただし、植樹帯等の幅員内ですりつけるものとす

る。 

２．すりつけ部の横断勾配が１５％を超える場合は、民地の協力を求めるものとする。 

 

 

 

図１－７－２ 

               標準図２ 乗り入れ口の形状 

 

歩道幅員２ｍ以上（植樹帯等がない）のマウンドアップ形式の場合 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） １．歩道の平坦部分の幅員は、２ｍ以上確保すること。ただし、構造上やむをえない場合は１ｍ以上確

保するものとする。 

２．すりつけ部の横断勾配は、１５％以下とするが、民地の協力を求めるなどすりつける延長を極力短

くするものとする。 

 

 

  

 

 



図１－８－１ 

              標準図３ 乗り入れ口の形状 

 

歩道幅員２ｍ未満（狭幅員歩道）のマウンドアップ形式の場合 

 

○ 標準図１，２の構造によるすりつけができない場合 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） １．縦断すりつけ部の勾配は、沿道状況などを勘案してやむをえない場合には、８％以下とする。また、

縦断すりつけ部には横断勾配を設けないこと。 

 

 

図１－８－２ 

              標準図４ 乗り入れ口の形状 

 

セミフラット形式の場合 

 

○ 植樹帯等がない場合も同じ形伏とする 

 

       
（補足事項）  

 

〇車両乗り入れ防止のバリカーの設置等については、歩道幅等の状況に応じて、協議とする。 

 

 

 

  

  



図１－９－１～３ 

構 造 図 

図１－９－１ 

歩車道境界工 A （Ⅰ種アスファルト舗装用） 
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図１－９－２ 

歩車道境界工 B （Ⅱ種アスファルト舗装用） 
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図１－９－３ 

歩車道境界工 C （Ⅲ種アスファルト舗装及びⅠ、Ⅱ種インターロッキング舗装用） 
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図１－９－４ 

            

歩車道境界工（歩行者横断部） 

ブロック（１８０／１９０×１００×６００） 

 

                 

 

 

 



図１－１０－１ 

歩道すりつけ部の構造 

 

     
Ｃ部

歩道一般部 すりつけ部 歩道巻き込み部 車両出入口部

 

 

歩道面の高さが１５ｃｍの場合 

                       C部詳細図 

      
 

注）１．基礎は差し筋及び補強コンクリートを行うものとする。 

 

歩車道境界ブロック詳細図 
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図１－１０－２ 

 

歩道面の高さが２０ｃｍの場合 

 

C部詳細図 

 

      
 

注）１．基礎は差し筋及び補強コンクリートを行うものとする。 

 

歩車道境界ブロック詳細図 
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図１－１０－３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１－１０－４ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

立ち上がり Ｈ＝150 

立ち上がり Ｈ＝200 

※ 端部の縁石の仕様等は、現場条件に応じて

協議のこと。 

※ 端部の縁石の仕様等は、現場条件に応じて

協議のこと。 
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（５）歩道の設置基準 

  

ア． 歩道の構造（一例）                           図１－１１－１ 

                                       （単位 ｍｍ） 

マウンドアップ形式（H=１５０） 

イ． 歩道の幅員  

表１－３ 

道路路幅員 歩道幅員 車道幅員 備考 

8.5ｍ 2.5ｍ×1 6.0ｍ 

状況により防護柵を設置することがある。 

11.0ｍ 2.5ｍ×2 6.0ｍ 

（注）１１メートルを超える部分については、関係各課（土木監理課、地域整備事務所）と植樹桝等について 

   別途協議する。 
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